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三 監 第 ５ ３ 号 

平成２９年２月２２日 

 

 

  三 島 市 長   豊 岡 武 士 様 

  三 島 市 議 会 議 長   松 田 吉 嗣 様 

  三島市教育委員会教育長  西 島 玉 枝 様 

  三島市農業委員会会長  瀬 川 芳 孝 様 

 

   

三島市監査委員 亥 角 裕 巳 

  

三島市監査委員 石 渡 光 一 

 

 

定期監査の結果について（報告） 

 

地方自治法第１９９条第４項の規定により、平成２８年度定期監査（第４号）を 

実施したので、その結果を同条第９項の規定により次のとおり報告します。 

 

記 

 

１ 監査の対象 

 

  産 業 振 興 部   農政課、商工観光課、企業立地推進課、楽寿園 

 

  農業委員会事務局 

 

  教 育 推 進 部   生涯学習課、図書館、文化振興課 

 

   

２ 監査の期間 

 

平成２８年１２月２６日から平成２９年１月２０日まで 

 

３ 監査の方法 

 

監査対象部課等において執行された事務事業について、あらかじめ提出された

監査資料に基づき審査するとともに事情聴取及び現場視察を行った。 

なお、補助金の支出事務を各課の主眼項目とした。 
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４ 監査の範囲 

 

平成２８年４月１日から平成２８年１１月３０日までの財務に関する事務の執

行及び経営に係る事業の管理を監査した。 

 

５ 監査結果 

 

監査を実施した範囲については、関係法令等に準拠しており、適正に処理され

ているものと認めた。 

当該監査結果における指摘事項及び意見・要望は、次のとおりである。 

 

(1) 共通事項 

  【指摘事項】 なし 

【意見・要望】 

① 補助金等の支出事務については、補助金の趣旨・目的に沿った適正か

つ透明性のある執行を確保するとともに、補助金のもたらした効果につ

いても充分検証されたい。 

② 職務の関係上、補助金等の支出先である外部団体の会計預り金などの

公金以外の現金等を保管しているものについては、地方自治法第２３５

条の４第２項の規定を前提とし、外部団体自体での管理など他の方法が

無いかを充分に検討されたい。また、必要上やむを得ず当該現金等を保

管する場合は、これらに関する統一的な取扱要綱や処理基準を策定し、

適切な管理の確保に努められたい。 

 

(2) 個別事項 

 ア 農政課 

   【指摘事項】 なし 

【意見・要望】 

① 各種団体への補助金については、公益性や費用対効果について適宜

把握するとともに、補助金の終期を設定するなどの方策により団体の

自立を積極的に促し、市民との協働の樹立に努められたい。 

 

イ 商工観光課 

   【指摘事項】 なし 

【意見・要望】 

① 各種団体への補助金及び負担金については、公益性や費用対効果に

ついて適宜把握するとともに、補助金等の終期を設定するなどの方策

により団体の自立を積極的に促し、市民との協働の樹立に努められた

い。  
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ウ 企業立地推進課 

   【指摘事項】 なし 

【意見・要望】 

① 企業立地の推進については、近年他地区との競争が激化しているが、

引き続き、優良企業の誘致を促進するよう努められたい。  

 

 エ 楽寿園 

   【指摘事項】 なし 

【意見・要望】 

① 市民ボランティアの活発な活動や補助金に頼らない自主運営による

イベントの増加により楽寿園に賑わいが生まれつつあるので、引き続

き、賑わいのある都市公園を目指されたい。 

② 楽寿園の豊かな自然環境については、その保全に努め、市の財産と

して次世代に受け継がれるよう要望する。 

  

オ 農業委員会事務局 

   【指摘事項】 なし 

【意見・要望】 

① 農業委員会等に関する法律（昭和26年法律第88号）の改正の趣旨を

踏まえ、農地等の利用の最適化を積極的に推進するよう要望する。 

 

カ 生涯学習課 

   【指摘事項】 なし 

【意見・要望】 

① 全小中学校で実施されることになった学校支援本部事業については、

学校、家庭及び地域住民等の相互の連携協力の実現に努められたい。 

  

キ 図書館 

   【指摘事項】 なし 

【意見・要望】 

① 引き続き、充実した図書館の各種サービスについて積極的に広報を

行い、市民の読書に対する意識の高揚を図られたい。  
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ク 文化振興課 

   【指摘事項】 なし 

【意見・要望】 

① 日本百名城に選ばれた山中城跡などの文化財を地域づくりの核とし、

地域振興や観光振興への積極的な活用を図られたい。 

② 文化財の保護については、市民の郷土の歴史への理解や愛着心を深

めること及び環境の整備・充実を図ることにより、後世に継承する保

存に努められたい。 


